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明治末から大正期の演劇雑誌にみる盛岡の芝居小屋

小野津章子・細江達郎

1.本研究の焦点

芝居小屋とは、明治初期から昭和初期にお本各地に設寵

され、その当初の問的が芝居(演劇)上演のための麟場の

ことを指す。現在日本各地にある約20館の芝居小屋はそれ

ぞれの地域における重要な資源となって、多様な釘的で利

用されているものも多い。しかし、最盛期の明治後半から

大正期には全閣でー数千の芝居小屋があったと指摘されてい

ることから(徳永、 2011: 56)、その大半は現在までに失わ

れたことになる。岩ー手県盛同市を事例にした芝居小屋盛衰 1I.明治から大正期の演劇雑誌の捜要

に関する分析を辿ると、明治20年代初も大正期には市内 1.主重要 3 誌『歌舞伎新報~ w歌舞伎~ w演芸酪報』

これらを踏まえ、本論で、は盛間で芝居小屋が全盛期を追

えていた明治20年代末から大正期に焦点をあて、盛罷での

芝居小屋がどのようなものであったのかを明らかにしてい

きたい。その際、これまで地方の芝居小屋の検討に用いら

れることが少なかった当時の胸矧怖に掲載された記事を

材料とし、いわば‘外 (clJ央)からみた'盛岡の芝居小屋

の除躍をみていくことにする。

に3つの芝居小屋・劇場があり、多くの文化的コンテンツ 暁治 5(1872) ，厚生まれの劇作家間本絹堂は、東京問問

を市民L:j剖共ーする場として存在していたが、その後映i到の の当時の演劇のトヒ。ックを「明治演劇年表j にまとめてい

強盛や公共文化施設の開設によって昭和 40年代には利用 る(悶木、 1949: 253嗣290)。それには淡湾総司係の社会的出

されなくなっていったことがわかった(詳しくは、小野潔・ 来事の{也、ぎた目を集める劇場の公演や著名な役者の動向な

2012を参照)。

1. 明治から大正期における主要な演劇IJ (歌舞伎)雑誌の探要
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『演芸画報i

~
悶
小東 (東京)

三木竹二は森鴎外の実弟

務語)も

「芝居見たままJ:歌舞伎を中
心とする演劇の舞台上演の様
子を遂ー記述したもの、東西
大小の劇場の舞台写真

第二次位界大戦下の雑誌強制
統合により廃刊

三一議;房(明治縞 1977-1978
年)、不二出版(大lE'
l987・1994年)

(監) (2012) ~最新歌舞伎大事

主妥な
掲載記率

(あらすじ)、|森鴎外ら
外国戯曲の翻訳、当
による芸談、型の記録

備考

復刻版出版社
(出版年)

雄松堂若手応 (2010-2013年)

服部泰雄他(繍) (2011) n新版}歌舞伎事典J平凡社、
柏書房、矢内賢二 (2011)~明治の歌舞伎と出版メディア』ぺりかん社.
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どが記述されているが、いくつかの演劇雑誌の発行・廃刊 た千姑IJは非常に大きく、現在の私たちにとっても「当時の

も記されている。近代日本における初の本格的演麟雑誌と 離界の状況を僚敵するのに貴重J(u最新歌舞伎大事典』
いわれる明治 12(1879) -30 (1897)年発行『歌舞伎新報』、 柏書房、守歌舞伎(第一次UJの項)であるが、当然のこ

明治33(1900) -大正4(1915)年発行 そして とながら白木全体の演劇の状況がとらえられているわけで、

明治40(1ヲ07)-昭和 18(1943)年発行『演芸画報』であ はない。歌舞伎は江戸期より芝居小産、役者の格付けが明

る(表:1)。 確であり、その頂点にあるのは東京、大阪、京都等大都市

本研究でとりあげる明治 20年代末から大正期の芝居小 の芝騰であり芝居小屋で、あったG この主要3誌がとりあげ

E誌の状況について参照できる主要な演劇(歌舞伎)

この3誌と考えることができるi。これらの雑誌はそれぞれ

に若干の特徴はあるものの、どの雑誌も各座興行の筋書(あ

らすじ)、劇評(見物記)、評論、創作・翻訳脚本、欧米の

研究記事、芸談、役者の伝記や俳優論、ゴシッ

プ、雑報等が掲載されているものである。これらの雑誌は

現代における各経研究上、長4重な資料的価値を有するもの

となっていると

この!待期にこれら主要3誌を含めて多くの演れを誌が発

刊されている。明治fI制tの出版メディアにおける歌舞伎に

関する記述内容の変遷について検討した矢内賢二は、その

背景として一定の専F明り知識を有する者から娯楽的読み物

るのもそういっ 、てである。 3誌のうち最も早

く発行され始め明治30(1897)年に廃刊したf歌舞伎新報』

の記事内容はそのほとんどが東京等大都市の興行に関する

ものである。明治後半になるにつれ、主要誌でも大都市か

ら主要都市、そして地方都市の麟場・芝居小鹿の状況告と伝

える記事も見られるようになるが、基本的な内察は中央で

著名な役者による地方巡業などの中央燦IJ壇の延長上にある

記事で、兵体的には地方~業の興行記錬・上演記録や役者

、た巡業旅行記などが中心となっている。必ずしも地

方側から発信されたものでないにしろ、それらのなかには

地方の芝居小屋についての資重な情報を含んでいるものも

ある。以下、明治20年代末から大正期の地方都市における

を好む者支で読者層の拡大・多様化があったことを指摘し 芝居小屋の状況について、 『演芸調報』の2

ている。これらの羽白志は上記のような各種記事(劇評、戯 らみていくことにする。

曲、評論、グラピア、ゴシッブ。等)で読者の獲得を企図し

ていた(矢内、 2011: 138-140)。また、大正期の主要都市

で流行した迷鎖劇(芝居のなかに活動写真(書聖子釘映画)を

交互に入れて連続して上演する演劇)を分析した大矢敦子

は当時の代表的な演劇総合雑誌として『演芸間報』を挙げ

ている(大矢、 2010: 52)。

(1)雑誌『歌舞伎』における地方の芝居小屋

まず、明治33(1900)年から大正4(1915)年に発行さ

れた をみていくとこの雑誌の最初の編集資任者

であった三木竹二は、森鶴外の実弟で自らも内科医の傍ら

兄と協力して西歌!紋Bll.小説の翻訳などにも携わっ

家で、あったo そうした背景から『歌舞伎Jの特徴は「趣味

2.中央演劇雑誌と地方の芝居小農 的な雑誌の域を脱し、近代知性に照らして高度な“研究"

以上のように、これらの雑誌が当時の演劇全体に果たし と“鑑賞"の読みものとしたことJ(河竹、 2013: 3)であ

った。したがって『歌舞伎』において地方の芝庶、芝居ノj、

i これらの新聞:のタイトルには「歌~1支」が議われているが、歌舞

伎のみならず多様なジャンルをとりあげていくようになる。歌舞

伎を出発点に明治以降の演劇が多様化した状況に応じた変化であ

る。また、本研究で取り上げる雑誌の他にも明治末から大阪;切に

発行されていた仰星IJ雑誌は複数あるが、記述内容やi此続期限}の長
さから主要な殺誌としてこの3誌があげられる。

2これら主要3誌のうち、『歌舞伎H演芸繭幸凶{土復刻版が発行さ
れ、また然ヲ|などの整備も近年進んでおり、資料的価値がおい。

震は、取り上げられることが少ない対象で、あったと推測で

きる。『復刻版歌舞伎 -総周次・執筆者索引~ (2013、

には、各地の興行内容 (I~IJ溺名、淡段、出淡者)を列

挙したり事j界…焚Jがf手号掲殺されているがほぼ、大都市について

で、地方の情報はごくわずかである。本研究では一般記事:内に取

り上げられた地方の芝居小尽について分析を行う。
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雄松蛍古;1古)に掲載されている各号の記事タイトルをみて

(東京、 名古監)以外

著者は現地山形の演劇関係者Aではなく、東京在住の人物で、

あることが推測される。中央(東京)の視点で、地方都市

のj也名が入っ 、40 この傾向は明治 41 の芝居ノト濯の模予を記録したものと思われる。ま

(1908)年頃まで守主くが、 一

者が交代していることから、

るのかもしれない。

このよう もつ

の「坂東太雀も大歌舞伎の役者ではないと思われる

が、淡R勾;も記述されておらず、詳細は不明である。

その後、明治42(1909)年頃からはいくつかの地方の記

ようになる。また、明治44(1911)年から

地方の情報のひとつが第49号(明治37(1904)年5月発 大正 4(1915)年の鹿刊まで、

行)の「山形の芝居Jである。以下にその内容を一部抜粋 されている。 関紹介と劇評が

して示す。

今臨山形市にて箆たるは、当市唯一の旭鹿にて、坂東太

雀一座の芝居なるが、午後三時間の十ニ時はねにて、表看

板!こは五十六段返しと記載したる仇討物なり。木戸は八銭

にて土問布団代共別に八銭、東桟敷にはさ当市の芸妓遼が十

1:1:1，心で、

沼

ルが地方の中核都市に定着しつつあったO

第 152号(大正2(1913) 

f各地の王手芝居Jとし、う

というスタイ

2sJ発行)には、

これは北海道

名ほど、毛布を敷きて見物し躍り、間接数iま兵士連の無料 から九州まで(大述、 40都市 82

の場なりし。入は中の上にて、俳壌は皆回会的達者織なり。

一昨蜜見たる時は、舞台は凡て丸真のうンプ十数髄を灯し

たるが、流石に今屈は電灯を用いありたり。幕の簡には十

二五歳の小供が尤も小糠き尊援を穿ち、渡りを飛び廻りて、

f謹議iま如何j と所謂「おでんjを容の率先へ突きつける

など妙なり。その他「天ぷらjなぞ持ち来る子供もありて、

凡て煙の出て揺るなど中々に菌自し。道具は柳盛疫の少し

下等にて、廻舞台なるも可笑しく、兎に角一等半はど見物

して帰宿したり。

この記ヰfは、

述したもので、

というより地方の芝居小屋の様子を記

(う、し、

前年に東北巡遊をし、

は記1J1の始めに、この

(壮士芝居)を見物

したこと 、る。また、当時東京にあった/ト芝居号の

のことなどさと取り 、ることから、

4 この時刻にみられる地方に隠する記事l土、例えば投書;(第27号

(明治35(1902)年8月発行)r新潟の芝股J)、や役者の紀行文(第
41分(明治36(1903)年10月発行)r信州よりJi料、i約升)など
である。

5小芝居とは大芝居;こ対するざ築で、江戸以来官許の劇場以外の場f

で演じられる歌舞伎在指し、明治邦iには小劇j湯、線中長芝股(公認、

された劇場にのみ引惑が訴されたため)とも呼ばれた。役者は大

芝腐と小芝騰では際則的に交流がなかった。号月治33(1900)年に

はこの劇場の区別は法的には撤廃され、大芝!訟の務手役者が修行

のためノト芝般に出演することもあったが、それ以降もこれらの劇

場、役者の区分は習僚として使われていた。

の正月

2)。ひ、と

(発行の前月)の内容をど列挙したものである(表

、ての記述は長くても らずで、

と演良、場合によっては特徴を係単に示したものだ

が、当時の全閣の状況がわかる。地方の芝居小屋で、も、

京歌舞伎、 どいわゆる大歌舞伎の俳優が出演

する演悶が上演されている一方で¥小芝H枠新派劇、少女

、浪花節芝居、宗教段1]など多搬な演8や演者が見られる。

践すると、この記

"j1ではすべての県庁所在地 仙台、

問、 、て触れており、 9 

芝居ノト屋の名前があがっている。これらの東北地方の記述

はどれも出演する役者や一座の名称ど演目のみ

演者のみ)で、客の入りなどは不明であるが、当時東北地方

でも各地の芝居ノト躍が積揮的に奥行をn.ってし、たこと

み取れる。

接間の芝居小屋について『歌舞伎』において触れたもの

は、翌月(大正2(1913)年3月発行)発行の第 153号の

f盛岡よりjである。これについては次節で紹介する。
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表 2. r各地の春芝蔚J(W歌舞伎』掲載)による大正 2(1913)年の芝居小屋
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(2) r旅役者の日記J(~歌舞伎j 明治 41~43 年連載)にみ

る地方の芝居小屋

に掲載された記事のなかで興味深いもののひ

とつに、壮士芝居の役者が記した f旅役者のおまむがある。

壮士芝居とは、自由民権思想、をど広めることを臼的に始まっ

た素人演劇が元になり、川上背二郎などが継承し新派

と展開したもので、明治30年代に後盛した。その役者

が明治40(1907)年2Jl 1日に東京を出発、「演

劇研究徒歩旅行j として来日本の各地をめぐり、時に自ら

しながらその地の芝居ノト屋の様子をまとめたのが f旅

役者の日記jである。この記事は f歌舞伎』第98号(明治

41 (1908)年9万発行)から第113号(明治42(1909)年

12月発行)まで全日回にわたって連載されており6、不二

麿はこの旅に出る夜前に本郷座(この当時新派爆IJの公演を

中心に興行していた東京本郷の劇場)に出演していた役者

であるに鉄道、 船などを乗り縦ぎつつ各地を訪れ、

その地の芝居ノト鹿の名称、 舞台装置、客席数などな

記し、上演の内若手や客入りの様子についても触れている。

また、そのIHTの様子や.qsj翠を紹介し、景勝地などにも立ち

得って旅行記の1Jl1Jfffiもみせている。秒ilJえば、群馬県高|崎市

の槙子は以下のように記している(第102号、明治42(1909) 

1月発行)。

高崎市に向け出発、高崎館に投宿。此処は群馬県の所在

地で、連隊も在り、一寸東京風の所もあり、伊香保行鉄篤

寧などありて繁撃なる地である。劇場はニつ。産名高盛座。

幕づり十ニ筒。興行五開。楽屋背酪上下。狂言七日。開幕

午後五待。客席定員三千。座主加藤三造。ステーションよ

りニ丁。麗名藤森産。幕づり七陣。奥行自問。楽屋管面上

下。額幕午後五時。客席定員千五百。座主(不知)。

高盛盛は東京風に万事整頓して居れど圭て人気無く、一

6この後、第二シリーズとなる「絞旅役者の日記jが『歌舞伎』第

134号(明治44(1911)年8月発行)から大正2(1913)年まで11
図にわたって逮裁されている。第二シリーズでは著者が「双山不

二臆jとなっているが、より著者他人の行動や心情を記した「日

記j的部分が多くなっており、本稿ではより芝居小屋に関する情

報約価値が高い最初の連載を取り上げた。

7第1回の連載で、不ニ騒がこの旅行にでる許刊を得た閉めと記述

している r~除潔淡二郎J は、 )11上音二郎らと壮士芝居を k演した

人物と忠、われる。

方は不潔なれど足も繁く中々人気ある小屋である。元来劇

は望のない地で、且つ大都会に似げ無く、仙台に於けるが

如く、荷座競争の気味にて、今iま習墳になりて、安価なら

ざれば如何なる離も失敗に終わるとか，80

著者不二麿が旅したのは北海道から氏野までの東日本全

域にわたり 51市町村(当時)を訪ねている。これらの町そ

れぞれに最大で3つの芝居小震があり、名前が記された芝

居小鹿は合計すると 84館になる。 3つの芝居小屋をもつの

は，水戸(茨城県)、仙台(宮城娠)、橋生(群馬県)の 3

つの都市である。鴎 lは不二麿の旅の行程をまとめたもの

であるが、このように当時の地方都市には多くの芝居小屋

があり、活発に利用されていたことが読み取れる。

図 1. r旅役者の日記Jにおける芝居小屋
(出典) W歌舞妓』第 98~113 号
(明治41(1908) ~42 (1909)年発行)

8不二長室l士、群馬県におけるさi待第二に都市前橋について触れ f冗

来、話料潟県は一般に殺伐な筋を忽み、其のかはり筋も巡らぬ糊E

沢山な3Lち廻りでも見せれば紘度人気は)LつJ と記している(~歌

舞伎』第106分)。綴絞とは芝居で血を表現するための小道具のこ
とである。地域ごとに好まれる芝居のジャンルがあることは興味

深い。また、冒頭の「若手潟県の所夜t1自JI土県庁所定地のことをど示

していると思われるが、当!待の県庁所在地である前橋の人口等の

規換がi潟i崎より小さく、明治初頭lこは高崎に終庁が霞かれていた

こともあったため、誤認、しているのかもしれない。
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。)雑誌 F演芸顕報Jにおける地方の芝居小農

次に、明治40(1907)年から昭和 18(1943)年に発行さ

れた『演芸間報Jについてみてし、く。『演芸画報』は、前記

『歌舞伎』が悶指した研究・考註的性格を受け継ぎつつ娯

楽的要素をバランスよく持ち込んだ多様性に富む内容で、

戦時下の雑誌統合で廃刊するまで多くの読者の支持を得た

雑誌である(今|潟、 2013:47-48)0 ~演芸概報J には、各地

に所在する芝居小康・劇場の上演情報である f各地芸信j

も掲載されている。伺舎の記事タイトルを内容別にまとめ

た (国立劇場芸能調査室編、

1977年刊行)を用いて、当時の地方の芝居小鹿の状況を以

下にみてみる。

各地芸倍は、 の前月もしくは前々月に上淡された

芝居等の情報を劇場ごとに示したもので‘上演記録としての

役割を来たしている。発刊した明治40(1907)年にとりあ

げられているのは f大|郎通信・道頓揚物語J(6月号)、「京

だよりJ(12月号)など、京阪(大阪、京都、神戸)、

屋の情報のみである。これに横浜を加えた大都市部の情報

がその後明治末までの約5年間の芸信のほとんどを占めて

いる。これら三大都市認の主要都市以外でとりあげられた

のは明治41(1908)年が仙台 (6月号)のみ、翌42(1909) 

(9月号)のみである。明治43(1910)年でも

|岐阜、九州、広島の3都市(計4田)に過ぎない。当時の

雑誌討ぽが大都市住民中心であることも推測され、これら

の芸信はそもそも日本全信の劇場の情報を網羅的に収集す

る目的で、はなかったと忠われる。

主要都市以外で最初に縄載された仙台の芸信(明治 41

(1908)年6月号)は、以下の通りである。この月の芸信

は、京都・横浜・名古康・神戸・仙台・大阪の6

った。

各地五月芸信ゐ仙台(ゐさわ花影報)

興行もの不援と目されつつある我が仙台の地も、昨年あ

たりより色めき来たりてなかなか侮り難候、されば今五汚

より毎月拙なき筆染めて芸信申しよベく候。仙台産去月は

武士道鼓吹の桃中野翠右衛門が十沼間の大入大人気なる、

其後に是れ亦当市に評判よき青柳拾三郎-~が今回東北大

間団結と改めて顔揃えの旗揚げとて好況に候、芸題lま佐藤

紅織氏の侠艶録通しにて候ひしが十五日より都新額所載の

伊原著々圏氏箸の子題関に変え満都の土女をして涙ぐませ

居候、出勤俳罷は雪柳捨五郎、大東鬼城、藤田芳美、花麗

太郎、細井実、中西保夫、水野忍、衿野護…、小)11雄、i2!i

j撃虎臣、今井新太郎等の腕揃えに御座候@森徳康は志村一

艇にて東風物語を演じ居候が、廿臼よりさ当地の湾北新報掲

載の霜柳子作女六部を爽行の次第に候、顔振は志村松之助、

中村敏太部、鶴岡福之助、大竹和三郎、鈴木鉄州、藤村芳

影、三好雷夫、千代自菊雄、などに録。松島座は本月初旬

まで旧派の市川才次郎、中村播之助、市)11友廷次等にて場

見武露{去を演じ属候が、十五日より京阪義太夫にて開場致

居候、太夫は竹本掻磨太夫翠竹和田太夫間出羽太夫なとに

五味線の豊津猿之助、鶴j翠亀造、竹j率重苦などにて毎夜大

入を占め居候(五月廿日)

執筆する「ゐさわ花影J9は仙台在住者と思われるが、当

時仙台にあった3つの館場について公演内容、出演者など

を伝えたうえ客入りの状況も報じている。 日j

していたという桃中軒雲右衛門 (1873ぺ916)は、明治中

旬までは大道芸とみなされ寄席にすら出演できなかった浪

花節(浪曲) 10をひとつの芸能として浸透させた f中興の

といわれる人物で、この記事が舎かれた前年の明治40

(1907)年に大阪中底、東京本怨11成という

で

その;淡良花節が{似他d山i台のE劇劇塁智剥!リl場でも好況でで、あつたことがわかる。

また、 il!3派JIIと記されている歌舞伎の上演は松島肢にの

み上演されてし、るが、{むの演綴の紹介に比べると、一通り

の情報に留まっている。雲右衛門の浪花節や新派議11、義太

夫に比べると人気はなかったのかもしれない。ただし、ほ

9 詳創11は不明だが、前述問X~事f支』第 130i3. (明治44(1911)年4
月発行)に、 {Ili台復{主の文士や新潟記者による文士!きIHこ関する記

事が掲載されており、出演者として「井深花影jの名前がみえる3

10 1良治とはフシ(旋律)とタンカ(せりふ)そ使い、三味線を伴

奏にしてひとつの物語を表現する主芸能のこと。念lil喜弘によると、

明治30年代から昭和20年代に至る約50年間、日本人がもっとも

愛好した芸能であるという(~江戸東京学~ji:gl!，~三省食、 r1.良 rlÍl J

の項)。記事中の「武士近鉄吹Jとは雲右衛門のキャッチフレーズ

で、それまで淡花11iが題材とした侠答:や郎!点、 zi7婦ではなく、義
太伝(忠i支j絞)などの波自を演じて人気を得たことがその後の陵

盛のきっかItとなった(会問、 1980:116-129.)。

111日派とは江戸以来の歌舞伎のこと。明治以降に生まれた新派劇

に対しての称、である。
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ぽ同時期(明治40(1907)年6月)の仙台について記述さ 取れる(小野深・細江、 2012)。

れた別の記録 「旅役者の日記J)には、仙台の 3 まさにこの の盛時の様子が、前述の「旅

肢とも (歌舞伎)

いる。

されていることが記されて 役者の日記J(~歌舞伎J 第 101 号

月発行)に記録されてし、る。

41 (1908)年 12

その後、明治45(1912)年になるとほぼ毎月主要都市以 明治40(1907) と忠われる。

外の記事が掲載され徐々に各地の芝居小屋の状況がわかる

ようになるが、例えば明f合45(1912) ょっ

て浜松が6[目取り上げられていることなど、特定の地方都

市に限られている。 Iまi玄関様な形式の各地芸信が掲載され

ていた大正5(1916)年 10月号法でをみても掲載された地

域はすべて関東以西で、前述の仙台の記事が唯一のt:I

の芝居小屋の状況を示すものでおるO さらに、より広い地

域の情報が掲殺されるようになった大蕊5(1916)年 11月

号から各地芸信の最後の掲載となる大正7(1918)年 10月

号までみても、東北地方の芝居小屋の情報は1111台が71E:1、

青森が 1[ヨ掲載されたのみとなっている。

III.各記事にみる明治 30年代から大正期の盛岡における

芝居小農

以上のように、当時の中央劇肢を中心とする演劇雑誌に

取り j二げられた、 る淡路IJや芝居小屋、

する情報はそれほど多くはない。しかし、そのような状況

のなかでも掲載された記事は貴重な'情報であるともいえる。

そのような記事からみえてくる盛岡の芝居ノト屋はどのよう

なものだろうか。

1.盛岡という都市の特徴

(1)二座の時代

盛岡における芝居ノト段の状況を簡単に低詑、しておく。古

くは明治 12(1879)年に盛岡市内丸の 開場の記

録が当時の新聞に残るが、その後の経緯ははっきりしない。

明治 28(1895)年に「藤i翠鹿jが盛岡市総屋!灯に開場し、

それ以前から内丸にあったと考えられる「内丸座j ととも

に fニ座の時代jを形成した。明治40年代末までこのふた

つの芝居小屋が盛陪における芸能の中心として人々を集め

賑わっていたことが、盛間に関係する様々な記録から読み

-7 

議院は市の割合に陰気で、風俗も仙台と特異り、言語も、

二三居間かざれば判らず。南部公の城下だけ気風は質朴で

四五年前、市中に電気を引く引かぬで一大市会が関かれ、

老議の多数は火線を空ょに渡ずは危険である故、ラムブが

何より安全だとて容易に可決せざりしが終に理!こ服して、

今は総て他の市に劣らぬとの率。勝地も沢山在るが、世人

の知る所なれば略す。劇場はニつ。

座名、藤j寒底。馨づり七問。舞台蕗呉行田問。楽崖背箇上

下。開場午後六時。狂言ニ沼。客席定員二子。奥行主任藤津

j原吾。ステンションより十五銭の丁場。

蔑名、内丸底。幕づり六問。舞台密呉行三問。楽屋右側ニ

階。開演時間六時。客席定員九百。興行主{壬苦悶友太部。

ステンションより十銭丁場。

需産共総て楽屋に起臥する様になり、又不潔な旅会より

も遥かに上等である。羅津鹿は主て高尚で、且つ規鄭も厳

格で、如何なる役者でも食時の知らせを経過せば不規則に

食事掛りを陀昭する事は出来ぬ。従って総てが斯くの通り

で、打出し後外出は禁ぜられ、劇場としてI妙子き手本であ

る。木戸坪とも相当に上り、観客は一般正康l熱に浮かれ、

何でも名の売れし文士物郎ち恋愛麟を望みて中々骨の折れ

る率であるとか。一方も場所に於て更に変わり無けれど、

内丸は邪、藤j警は正とニ韓に別れて居る。大いに研究せん

と望みを懐きしも、商産共開場せる率とて己むを得ず管森

i二向かつて出発。

不二!語が訪れた時期、 ともに出し物がか

かつておらず直接劇場の保子を記したものではないようだ

が、阿館の規模等の詳しい'情報やそれぞれの特徴などがよ

くわかる。また、「内丸は邪、藤j警は正Jの具体的な内容は

不明だが、藤j祭燦が芝居小屋運営のための規郎が厳絡で、入

場料が高く当時人気の文二i二物を好む(歌舞伎で、はなく)と

いう特徴を持つこと 、。 「慈所j と位置づけ

られた芝居小屋から近代的な公共空間へと転換を遂げつつ

あった阿木全体の劇場・芝居小燥の流れに即して、盛岡の

芝居小原も来Irしい時代の劇場を目指す方向にむかっていた
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のだろう。また、冨頭の f電気Jをめぐるエピソードも今

読めば価値のない議論にみえるが、 f気風は費朴Jな特徴を

もっ地域へ近代的システムが導入される過程の分断・対立、

そして転換が読み取れる。

(2)盛i湾の芝居小屋を支えた人々

中央の演劇雑誌の記事から得られる地方の情報のひとつ

は、中央で活躍する役者や劇団関係者が執筆した地方巡業

をした持のこにッセイなどである。それらはそれぞれの著者

の印象に過ぎないものもあるが、当日寺の芝居ノト患が非常に

リアルに浮かび上がるものもみられる。その中から盛岡の

芝居を支えた観客の様子を以下にとりあげてみたい。

近代の芝居小屋の成り立ちにそれぞれの地元の花柳界、

芸妓たちが|語わることは珍しくない。例えば、現主歌舞伎

略)芸妓衆は悉く盛装して待受け、すぐに御膳が出て至れ

り翠せりの歓待です。(中略)私共はもう何とも去えない殺

しみを感じて充分に馳走になり、暇乞いして帰ろうとする

と、「ではお送り申しますjと去ってその美しい女たちが前

後を守って劇場の方へ歩くのです。(中略):芸妓たちは私共

を送込んだまま桟敷に欝取って総見物なんです。重ね重ね

の御厚意を非常にありがたく患いました(中略)。此出発の

時が又嬉しい話です。私は千秋楽の翌日中尊寺に参詣のた

め朝七時発のダラダラ汽車に乗ろうとして停車場に行って

見ますと、之はまた意外にも総見をしてくれた芸妓衆が残

らず見送りに来ているのです。多くの場合芸妓衆は、出迎

えには来るけれども見送りには出ないのが通例ですから、

私は英人情の濃やかなことに感心して了いました。

ここでは劇場の名前などは記されておらずこの公演が内

丸底、路i翠座のどちらで開催されたのかは不明ではあるが、

議院!の韮妓が芝居興行に果たした役割が大きいことが読み

上演を行う つで、ある東京の新橋演舞場も 取れる。装妓たちは東京から来た名後たちを接待する側で

14 (1925)年開場)、新係芸者の技芸(締り、長n貝 もあるが12、一方で一答入場料が高い席である桟敷で芝居

など)を披蕗する場としての役割を期待され、設立のi際に を見物する芝居小屋の容としての役得JM立っている。

は芸者組合や料班長当妊合、その顧客たちが支援した。その また、 fJ，1，*陶芸者と歌右衛門とさ長四郎Jという

発表会は f}:支をどりj として現在も毎年5月に行われる興 芸倶楽部~ (2巻 11号、大正2(1913)年 11月発行)

行となっている(新嬬演舞場ウェブ守サイトより)ョ il表されている。『演芸倶楽部Jは明治 45(1912)年から大

て支援する観客のなかに多くの芸妓衆 正 3(1914)年ま

がし、たことがわかる。そのひとつのエピソードが五位中村 この記事は次節で述べる大正 2(1913) 

(1866“1940、以下歌右衛門)の陪筆「続魁;三五夜話J 前後の盛岡における装妓の様子を記述したもので、

にある。 ヂら昭和初期にかけて1活去5波助縦Jゐ諜it:した駄欲

2却o(18槌87η)年にjチ弁井i十!ド命上馨丘羽邸!日;で

した名f愛であるO

と名乗っていた頃(明治 34(1901) -44 

(1911)年)の、盛岡の興行の様子を後年振り返り、以下

「二析生jである。

京都に似たと云われる盛岡の花柳界は一人だって他県か

ら来た装者はなく皆土地育ちの者がお分の家からでている

そのよに師涯の望月久吉でも杵麗栄三郎でも皆矢張りその

街の者で東京で修業して帰って来ると早速御師匠さんにな

のように言己している 昭和 13(1938)年 5月 る(中路)、それだけ芸事になると妙に意気地をたてる癖が

号)。

これは私の芝翫時代に盛岡に乗込んだ時の誌ですが、私

共が停車場に活きますと、土地の太夫元や関係者や芸妓衆

が多勢出迎えていて、すぐに用意の俸で一緒!こ附廻りをし、

そのまま麟場に行って手打の式を挙げ、それから各自の

旅館に赴くことは各地とも大抵同じですが、興行中に土地

の芸妓衆から招待を受けたのは全く意外でありました。(中

ある。そこに九月の上旬歌右衛門が驚森の帰り乗込んで来

たら平素何事にも八幡町花柳界に圧倒され気味の本町花柳

界の連中は負けずと出迎えはする惣毘はする一間を料理詰

12劇場へ案内する途中、裟妓2殺は減:mfJで、あった石苔IJ桜(現夜でも
人気の高い援問の桜の名所で裁判所の民主にある)に役者たち一行

を案内し、歌右衛門は「爽っぴる郎、大勢の芸妓共が俳優と一緒

に裁判所の庭で花見をするなどは思いも寄らぬこと」であったが、

花のi咲きぶりも見事と記している。このエピソードからすると、

興行はお害IJ桜にやや近い内丸座で行われたのかもしれない。
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に招んで馳走しそこから歌右衛門を真中に囲み芝居小屋ま

で送ると云う意気込みであったので歌右衛門もぐっと若返

り『東京の新聞や雑誌ではいろいろ悪口を云いますが、こ

れを見て下さい捨てたものではありますまい』などと大納

まりに納まった。

盛岡のや心部は、市内を流れる中津川を挟んで江戸期以

来の庶民の町である河南、明治以降発展した官庁街を含む

河北の両地区によって形成された。 j葎海底(および盛陪劇

場)は河南、内丸座は河北にあり、それぞれの地元の花粉il

界である八幡町(幡街)、本町(本街)の人々が有力な支援

者となっていたのだろう。前述の芝翫時代の歌右衛門の記

述と全く同様に、オ玄関丁芸妓たちがー陛を接待し、また観客:

として劇場に足を運んだことがわかる!と次節で取り

が、中で盛岡の金山おどり廉中がすばぬけて達者だった印

象がし、まだにはっきり残っていますj とある(鈴木演芸場

ウェブ、サイトより)。自らもさまざまな芸事を高いレベルで

身につけた盛開の芸妓衆だからこそ、芝居ーに対しでも熱心

だったのかもしれない。

2.盛岡劇場の開場

(1)開場前の期待

大正2(1913)年9月23釘に盛陪市新馬町(現在の松尾

町)に盛伺劇場が際;場すると、それまでの盛岡の芝居小崖

の図式は大きく変化した(小野深・細江、 2012: 7-10)。中

央の演露IJ~誌には、開場する前か 、ての'1資

報が掲載され、そのインパクトの大きさが読み取れる。

るオミ村錦花も I(盛岡の)芸妓は111番街に七十人、本街に臨十 述の 153号(大正2(1913)年 3月発行)に

人いるとの事で外に見る娯楽のない所ですから、芝居の桟

敷は此連中で毎日賑わい升」と大正初めの盛岡で、の興行の

様子ーを記している。二座の時代に終11::.符を打たせることに

なる大正 2(1913)年開場の盛岡劇場は当初から株式会社

として設立されたが、一株株主になった芸妓衆も多かった

とし、う 140

盛岡の芸者のもつ芸のレベルは高かった、また芸に熱心

で稽古が厳しく行われていたとしづ。東京上野の鈴本演芸

場の興行を取り仕切っていた三代目席亭の鈴木学一郎

(1880餅1961) 32 (1957)年頃に記した

Jには、 I{山台のはっとせ踊り、盛岡の金山おどり、

車rr潟のおけさ、イ言州の木関節、出雲の安来節と数えた

限ありませんが、ほとんど全閣の偲謡、民謡な呼びました

13この記事の続きには、感銘をうけた数;お衛門が木町三芸者を褒め

称える内?s.の、盛岡名物「金山脇Jの桜作をつくったこと、さら

に、成後の盛|湾総場sH場のこけら落とし奥行lこ出演した七役松本;

率四郎-Jlliを、盛岡劇場近くの八幡町の芸者衆が「今度は此方(こ

っち)で、は黙っていなしリとばかりに出迎えや接待をして本町芸

者と対抗し、その上「まだ気が済まなし、j といってさ長四郎に踊り

を振り付けてもらったというエピソードが記されている。

14 主た、盛限i麟錫開場の臼のこけら落とし公淡の綾子を報じた当

時の新開記事には「来資の五六分のーは橋本阿僚の連中かjとあ

る(録手毎お新聞、大工E2(1913)年9jj 24日)。盛岡劇場の定員

は約千人で、あったから少なくとも 200人近くの芸妓衆などが詰め

かけたのだろう。

は「盛岡よりJ(著者佐藤庄助)とし、うタイトルの芸信が掲

載されている。これは『寄り削支Jが発行されていた29年間

全 175号で唯 Aとなる蟻岡からの芸{言である。

久しく芝居らしき芝居に見離されをりし盛岡も、二十五

臼より内丸底にて松本虎識、中村歌女之器、市)11照議その

他興次郎、楽三郎、卯太郎等、長唄連中、常磐津連中五十

余名にてふたをあけ申し候。『鬼一法娘三路巻]W名高麗赤
垣源議]W腕競春廼建前]W恵方万蔵粂合船』と世界をさだ

め、鬼一は虎蔵、皆鶴姫は歌女之丞、智恵内は楽三郎、提

蔵は照識が勤め、何れも歌舞伎座の十一月荘言のそれの如

く演じ、新しき型を晃せ申し候。(中略)

当地土地建物会社重役連その他発起の盛関劇場株式会社

は、いよいよ滞りなく進拶し、過臼その総会を開き均候。

目下材料運搬中に候が、本年秋落成し来年の春芝患にて舞

台関きをする予定に候。

記事の初めは内丸底での欽舞伎について詳しく報じる内

容で、路した部分には役者のみならず常磐津や長i妻、、三味

線の演者の名前も挙げて観客に好評であることが記されて

いる。ここで興味深いのは、その舞台が東京で上演された

ばかりの新しい演出(型)で、あったことである。内丸康に

出演していたのは直前には仙台で興行していたー肢と思わ

れるが(前述の大正2年春芝居の資料(表引による)、こ

のうちの何人か(歌女之丞、照蔵)は、この記事にある前
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年 11 月歌舞伎座での閉じj実際「鬼…法認(菊~1D)J fこ、端 れる。

役で出演していた役者であった。中央の大舞台にも

る役者が、東京で上撰されている芝居を持って地方を巡業 (2)こけら務とし興行とその影響

し、観客の注目を集めていたことがわかるO 中央の演劇雑誌におし

そして、最後の部分が盛間藤IJ場の開設詩的議の状況を知ら 記事:が隊認できるのは、『演芸倶楽部~ 2巻 11号(大正 2

せる内容になっている。この記事が渇殺された大正2(1913) (1913)年日月発行)である。前号の芸信の同じく「一白

年3月は感岡劇場が開場する 6ヶ月riiJにあたる。当時の新

開によると儲手公論、大正 2(1913)年 9月 24日)、盛

岡劇場の者工は同年5月なのでこの時点ではまだ劇場iの建

物はIjg][lijで、しかない。この状態で全国へ情報発信するとい

うことが、 とっての期待の大きさを示してい

るだろう。この記事では「来年の春jに予定されていた舞

きの興行は、実践には落成度後に行われたことになるο

また、 2 (1913)年 10月

と題

内丸践での歌舞伎の

2巻 10号

発行)には、 8月21=1付の

する去二信が掲載されており、

情報のほかに、以下のことを伝えている。

盛岡議1J場株式会社の盛岡劇場は工事九分通り進捗し中旬

には幸四郎にて中幕に勧進棋を撮え翠蔚1@絡が衣装をもて

芳村伊十郎、杵屋六~衛門等と来盛すべく且つその時使用

の渋j峯男より寄贈の引幕は目下三越にて調製Eゃなりとかさ当

地は今よりその談にて持切りに御座{段、間劇場は三階洋風

にて地下室食堂運動場等の設備これあり建築の新しき点に

つきては東北ーとのことに候

開場まで2ヶ月となったころには、劇場の焔設、

公表されすでに であると大き なってい

たことがわかる。記事のなかにある、

していた渋沢栄ーが託子婚するというヲ|幕については、 23β)。

ヨミJによる iJ盛岡よりJとしづ芸信である。この芸倍に盛

岡劇場以外の芝たき小屋の記述はなく、 ことの

み記されている。舞台開きは七世松本王手間郎一行による「勧

進帳」ほかが上演される準々しいものであった。

当市盛岡劇場開場式は九月二十三日にて会社第一間興行

は同日より十月二包までに候。松本率四郎一行は二十二日

乗込み、橋本高街の紅い連中有吉余名出迎え是れより一間

百数十台の車をつらね秋の臼の照る街より街へ繰り廻れる

さまは当地ならでは見られざる図に{鈴鹿候狂言は『式三番』

『岩手山だんまり~ w寿曽我~ w勧進様~ wうつぼ猿i二の替

りは『光秀~ w河内山~ w寺子震~ W;，原冶庖~ w大森彦七』三

の替りは『宗任~ w毛剃~ w高8剖『六歌仙』と云う頗る珍ら

しき並べかたにて霊長四郎は三番盟をはじめ、五郎、弁慶、

猿引、光秀、河内山、松王、大森彦七、宗任、毛剃、高時、

康光と云う頻る非常の大主主輸のかわり他の役者は彼遅くま

での積古!こて可愛想、に御座候。

役者が駅に到若し通えにでブニ芸妓衆やお練りの様子がよ

くわかる。幸四郊の一行が入力取を 100台以 b主ねてパレ

ードする じられていたので

(岩手公論、大正2(1913)年 9Ji 21 Iヨ)、多くの人々が

と思われる。

うjだ、ったという(岩手釘:臼

口
付
ハり

「祭りのよ

大正 2(1913)年 9月

闘を3lill稼えているこ

、たようだが、感岡劇場開 とまで詳細に伝え、このあとに続けて来館郎の演技につい

も渋沢について触れたものは見当たら ても特定場耐の締かい動きなどを記述した上で「甚だ物足

ない150 とにかく期待が膨らむ感情iの人々の様子が読み取 りなくJ している。観客の様子は次のように記す。

15例えば、地主乙紙 f岩手公論jでは、大正2(1913)年9JJ 2日付

記事で、引惑がI:U来次第送付するお来舎があったことを報じ、渋

沢が議!詩劇場に対して f非常Pの好立を千干し}i!Tれりjと記している。

その後9月23日の記事「劇場内の光景Jで開場前臼;こ公!}Wされた

劇湯内の様子を紹介し、「綴覧席特空宇は海老茶色どロードを数き詰

め数千円を投じて事rr総したるヲi惑の議磁なるは云うに及ばずj と

替りごとに紅い連中の惣見、市内の各自隊、県内各地は

勿論青森県八戸町よりも団隊これあり、人気甚だよろしく

候。二の替りまでは河内山、大森彦七の如きものより光秀、

しているが、手|慕の寄贈者については触れていない。
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~i1J内 1山宕愛九七彦森、大丸屋子寺1言在月十場劇荷主義
妓撃さ鈴木尚喜設と行-，E史郎飽き争本校

図2. 口絵写真(部分) i盛岡劇場十月狂言」

(出典) W演芸倶楽部~ 2巻 11号(大正2(19l3)年発行)

松王などの方は一般観客にうけられ候も第三の替りにあく

まで毛剃、高時の如きものを出せしは会社の注文とかにて

一部の人々より議議され申し候。

この記事が掲載された『演芸倶楽部Jの呼びもののひと

つが巻頭に数十ページにわたって掲載される写真で、あった。

東京や大阪の大劇場をや心に地方巡業の舞台写真や役者の

ブ守口マイドのようなものが掲載され、読者の人気を集めて

いた。 ~ì演芸倶楽部~ 2巻 11号(大正2(1913)年 11月発

に皇室岡劇場こけら落とし公演の写真も iページ掲載さ

れている(罰 2)0~演芸倶楽部』に限らず当時の演劇雑誌

に掲載されるこのような口絵写真は、実線の舞台の様子を

撮影したものではなく、その役者自身が該当する演悶の衣

装を着け撮;影のために:ij場簡を再現したものも多い。

劇場の写真は『寺子屋』の松ミ日L(関2下段右)、

の河内山宗俊(向左)などこけら落としで上演された役栴

のさ長四郎が中心になっているが、それぞれ背景もなく芝居

の場部全体を示したものではない。これも実捺の主義問での

舞台ではなくブロマイド的な写真であると思われ、一部は

詞じ月に発行された『演芸閥報』にも f盛岡劇場十月狂言」

として掲載されている。しかし、この舞台写真の上部には

f松本幸四郎氏一行と盛岡本街芸妓」と題された集合写真
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がついている。展外で撮られたもので、 (右から 5 もま子結果で有った相で、此方の…鹿もこ臼自から満員を掲

人段)をはじめ前列にいる(大人)8名が主要な役者、後

ろに立つ男女が盛悶の人たちのようである。幸四郎一行と

写っているのが、盛肉離場近くの八幡芸妓衆ではなく本町

芸妓衆であることなど、iIiD絡は不明であるが、このような

地方興行の現地での写真が舞台写真とともに掲載されるの

は珍しいことである。

このように、 したことは、盛綿の芝居、

あるいは芝居小屋に大きな影響を与えた。この後、最新の

もち新しい時代の劇場運営を実践する接関劇場

の発展とともに、既存の2躍は映画上演などへの方向転換

を余儀なくされていくことになる(小野津・締江、 2012: 

15)。この新劇i場開場による地方都市盛岡の変化を、劇作家

木村錦花がエッセイ f巡業三十日間jに残している。木村

錦花 (1877・1960)は現従でも演じられる歌舞伎 f研辰の討

などを書いた狂言作者で、また歌舞伎研究家でもあっ

た。大正期には当時人気の役者二世iTiJIlt三閥次一座の興行

主任として活動し、大正3(1ヲ14)年 11月

行した時の盛岡の様子を以下の様に記している

大正4(1915)年2月号)。

鑑関劇場!ま株式会社で、去年九月幸四郎さんが開業式を

したのです。定員千苔十六人、三階の三方にも着客席が有

って、二階の椅子場に食堂、事務所楽屋すべて新式に出来

て鼠升。辰野金吾葛西議司両氏の設計だ想、で、東北六県中

第一の劇場です。社長は菊地美尚氏、興行寛任者はJII村留

吉氏で一切を取引って遣って居られました。外に藤j撃~に

内丸座と云うのが有って、去年八月歌右衛門さんが来たの

は其藤漂麗で、寄席は維持が盟難で今は一軒もないとの事

です。

普から盛障は質素の土地で、普通の人の家でi討議人子供

の外出を禁じ、芝居見物事手は最も厳重かった想、です。随っ

て此処へは名優が来なかったので、仙台まで来て後へ引返

すか、夫共此処を抜いて、仙台から車ぐ脅森へ行くと云う

のが)1演序でした。何でも掛小屋の時代に尾上多賀之丞が来

たのと、先代の寿美蔵さんが見えた位のもので、誰も余り

好んで行かなかったのです。此盛岡劇場が出来てから中流

以上の人が女子供を見物に寄越す、堅い酪家の豆那連も璃

を入れると云う騒ぎで、今では東京の俳優が行けば吃と当

たると極って麗升。歌右衛門さんも幸西部さんも貞奴さん

げると云う景気でした。是からは毎年一回づっ東京から名

優を招ぶのだと、川村君はカ味で居られました。

一部の人たちの楽しみだった芝居が、盛岡麟場の開場に

よって多くの人に好まれるものとなり、 にまでなっ

ている、そのよう ここから読み取れる。実際にこ

の1E密次の興行をみた観客のひとりが盛岡出身の作家鈴木

彦次郎 (1898-1975)16、当時間制中学の学生で、あったO 幸

四郎のこけら落とし公演を両親に勧められてみた鈴木はす

っかり芝居に病みつきなり、翌年のな圏次の公演は「今度

は尚親を拝み関して、やっとのことで三階から見物して、

若き左団次の熱演にそれこそ全身の鼠をたぎらして感激し

た。これが後年私を高島4展党にさせた原因であろう。Jと回

想、している (W盛詞劇場ものがたり~ pp.84・85)。

Ilt三鶴次の屋号である。

このように盛岡劇場が多くの人の文化的体験の場として

重要な意味をもっていたことがわかる。接関劇場の開場は、

とどまらず盛岡の芝居、芝居小屋にも大き

な影響を与えたο 先述のように、従来の芝居小崖を映矧館

へと結換させることにもなった。しかし、一方で盛岡劇場

の開場によって大都市で‘しかみられなかった芝居をみるこ

とが可能になり、また新たな観客を生み出していったので、

ある。

IV.まとめ

中央で、発行された演劇1~1段志で、は明治後半になって地方の

芝居小屋についての記事がみられるようになり、

と地方との違い、また逆に東京と同じ興行(有名な役者が

人気の芝居をすること)が各地で行われていることなどが、

徐々に報じられるようになっていった。必ずしも全国の芝

り上げたものではないものの、そこか

らは各地で開場した芝居小患が多くの演闘を上演

観客がそれを享受していたことが読み取れた。

16鈴木彦次郎は、明治20年代iこ盛岡にj相生していた常磐津林中を

テー?にしたノト説などを執策した。盛岡文士怒IJのt:jJ心人物のひと

りでもあったという。
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そして暁治 20年代末から大正期における感岡の芝居小 小木新造ほか(編) (2003) ~江戸東京学事!J!l.~三省堂

屋についての分析からは、明治20年代末から40年代の二

座の時代、そして大正 2(1913)年の樹元]劇場の開場とい

う流れのなかで、それまでに受け入れられてきたものとそ

れを越える新しいものとのせめぎ合いが読み取れた。二Jlli

の時代はそれぞれの芝居ノト屋がその特徴を競い、さらに東

北ーのL~IJ陽ができることで新しい観客が生まれた。また、

その 20年以i二にわたる芝居ノト監の黄金期に地元の花柳界

の人たちの貢献があったことが、多くの資料から理問平でき

た。長芸術}劇場は昭和]58(1983)年に解体されたが、 IPJじ地

にi百jじ名前の が平成 2(1990)年に再建され

現在に至る(小野津・細j工、 2012: 12-13)。内丸座、藤津

段、そして初代の盛岡劇場という明治20年代末から大正期

の芝居小屋に集った多くの人々が、その後の感i切の多様な

文化活動の基盤をつくりだしたといえるだろう。

-本論文の引用内では、資料の!日漢字や送り仮名を現代の

ものに一部改めた。また、総ルどがあるものはその大部分

を省略し、改行によって省略された句説収を補った。

-本研究はJSPS
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